
 

◎創世記１１章を振り返りましょう 

 

◎創世記１２章１―３を読みましょう 

１．アブラムの前に神が語りかけられたのはだれでしたか。それはどんな理由からですか。 

 

２．アブラムの出身地はどこですか。また、アブラハムの父、親族はだれですか（11:27～）。 

 

３．「わたしが示す地へ行きなさい」とはどんな意味がありますか。 

 

４．「そうすれば…」と神はどんな約束をされましたか（七は完全数）。 

 

５．１節の「命令」と、２・３節の「約束（祝福）」の関係は何を表していますか。 

 

 

◎創世記１２：４―８を読みましょう 

６．アブラムは主の命令にどのように応えましたか。その時、彼は何歳でしたか。 

 

７．アブラムはだれと一緒に出発しましたか。それは何を意味していますか。 

 

８．６節の「カナン人がいた」とは何を意味していますか。その時のアブラムの心境は？ 

 

９．主はアブラムの前に現れて何と言われましたか。それは何を意味していますか。 

 

１０．「祭壇を築いた」「天幕を張った」とはアブラムのどんな思いを表していますか。 

 

 

◎創世記１２：９―２０を読みましょう 

１１．アブラムはどうしてエジプトに行ったのですか。ここまでとの違いは何ですか。 

 

１２．アブラムはエジプトでどんな罪に陥りましたか。何が原因だったのでしょう。 

 

１３．アブラムの不信仰（嘘）のゆえにどのように介入されましたか。それはなぜですか。 

 

 

◎まとめ 

 

＊終わりに、今朝の学びのタイトル（主題）を考えてみましょう  

「           」 


